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青葉寿司リノベーション

ミニ廃墟再生マルシェ

2022 年度　活動の全体像 各プロジェクトの 2022 年の活動の全体像を紹介する。各プロジェクト参加者に、特に印象に残っ
た活動とそこで学んだことについて聞いてみた。ここでの経験が来年にどう活きるか期待だ。

vol.330　艱難汝を玉にす TEXT_TACHIBANA/M1

みなかみ PJ

手賀沼 PJ

不忍池と街とをつなぎ、過ごしやすい
ストリートをつくる

不忍池と街をつなぐ吹貫横丁で道路
を占用してビアガーデンを開催。

富士吉田 PJ

二つの浅間神社をつなぎ、
ウォーカブルな街中へ

昨年度の調査成果を調査を行った
下吉田の住民の方に報告。

地元の高校生と共に意見交換やま
ち歩き、ベンチ製作など。

活動拠点のよこまちポストで祭りに
訪れた方々に向けてパネルの展示。

社会実験の結果を市役所の方々や
町会の方々へ報告。

一葉亭活用案の提案。

手賀沼を自転車で一周して沼辺の
環境を肌で体感。

沼辺空間を肌で感じるパブリック
スペースとしてリデザインする

5/27

5/31 7/14 8/27-28

二つの浅間神社をつなぎ、街の魅
力を知ってもらうために布をテー
マに社会実験を実施。

10/8,9,22,23 12/9

再生に取り組んでいる廃業旅館、
「一葉亭」計画案などの模型を囲
んで議論。

6/22

地元の方とともに再生に取り組む
旧ひがき寮の暫定活用に向け草刈
り。

7/2

旧ひがき寮にウッドチップを
敷き詰めた。

8/17

地域の方とともに活用案を議論し
たえんがわの使い方を実験。

9/29

地域内外の方にアンケートを行
い、えんがわの使い方を実験。

10/29-30 11/9

5/8

地域の方々と勉強会を定期的に開催
し、様々な視点から意見交換を行う。

毎月

ビル屋上を活用してビールに入れ
るホップを育て、地域循環を生む。

9/15

スナック街の道路空間の利用に向
けて、実験的にテラスを出して効
果を検証する。

7 月－ 11 月

上野の顔である袴腰広場の喫煙所
をデザイン。

1 月 -

普段は陸から見ていた手賀沼を
水上で体験。

9/3

子どもたちの手軽な自然体験が可
能となる、道具の入ったヌマベボ
ックスを実装。

10/22

普段の観察池での活動に役立つ手
洗い場として井戸掘り WS を開催。

11/6

沼辺に沢山捨てられているゴミの
収穫。

12/4

手賀沼にて子供の自然体験を促す
ヌマベリスト PJ の今後の方向性
を整理。

2/20

宇治 PJ

2021 年から子どもたちが考え、
作ってきた空間をつかってみた。

子育てにやさしいまち・中宇治の
将来像をテーマに議論。

雨 の 中 規 模 を 拡 大 し て、
子どもワークショップを
開催。

今年度の活動と来年度以
降の展望をまとめた冊子
を作成。

6/18 8/6 11/23 3 月

小高 PJ

かつて避難指示があった街の履歴を
残しつつ新たな地域活力を創出する

地域で長年営まれている店の方に、震災
前後から現在に至るまでの店やまちの様
子について聞き取り調査を行った。

空地を菜園に活用した「まちなか
菜園」。

10/8

廃業した寿司屋をカフェ・コワ
ーキングスペースに改装する取
り組みへ参加。

6/26 11/27
実際に DIY の作業に参加するこ
とで、リノベーションの大変さ
や小高のまち・人に直接関わる
空気を実感し、大きな学びを得
た。（Ｍ１音山）

「まちにわ」の活用と
ネットワークの形成

廃業旅館や空き家の更新・活用を通し
て地方観光地の再生をデザインする

地元の称賛の声も批
判の声も想像以上に
熱く、本気にさせら
れた。（M1 平野）

PJ に入って早い段階で街の大きなイ
ベントに携わり、その後の活動のモ
チベーションにもなった。（M1 橘）

Peace of Beer!

住民報告会 富士学苑ワークショップ

いけまち研究会 ホップ収穫祭 しのばずナイトテラス 喫煙所設計

火祭り展示 ヒモトキ・ミチオリ 社会実験報告会

地元説明会 草刈りWS ウッドチップWS 第一回うらろじ納涼ガーデン 産官学金連携ミーティング

中宇治でまちにわの候補となる
空き地を調査。

1 階の棚への活動内容の展示を
行うなどした。

ガーデニングデー

採れたハーブ等を用いたハンドメ
イドの植え付けを地域の人と体験
した。

小高の店調査

手賀沼サイクリング ヌマ SUP テガヌマウィークエンド 井戸掘りワークショップ 手賀沼グリーンデー

現地の方々から厳しいご指摘
を頂きながらも最後に皆で方
向性を合わせられてこの上な
い達成感を感じた。(M1佐橋）

イベントを継続する
ことで、空き地の理
解を発展させること
ができた。（M1 森屋）

対面ヌマベリスト会議

6/18まちにわWS#4 開催 空き地調査 中宇治トークセッション まちにわWS#5 開催 レポートブック作成

実際に暫定活用してみ
ることで、長期的な活
用に向けて関係者の理
解を得やすくなること
を学んだ。（M1 永井）

上野 PJ
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神谷南帆・合田智揮・杉本莉菜・若松凪人・渡邉大祐
伊藤純也・佐橋慶祐・高野楓己・橘俊輔・永井鷹一郎・長谷川帆奈・平野真帆・森屋友佑

「百貨店の戦後史　
全国老舗デパートの

黄金時代」
夫馬信一
国書刊行会
2023

BOOK OF THE MONTHWEB MAGAZINE

POSTSCRIPT

推薦者
M1 高野

2020 年渋谷の東急東横店が閉店した。
しかしコロナ禍以前から、全国で百貨
店が次々と閉店している。本書では、
各地の老舗デパートの隆盛が時代背景
とともに書かれている。百貨店が地元
で愛されていたことがわかる。店舗が
あった頃が思い浮かぶ。

2022 年度の締め括りという
ことで、各プロジェクトの 1
年間の活動をまとめてみた。
自分の関わっていないプロ
ジェクトの活動を知る良い機
会になったのはもちろんだ
が、自分が関わっていたプロ
ジェクトのこれまでの活動に
ついても、改めて振り返る良
い機会にもなったと思う。大
学院生活も折り返し地点の
今、1年目の教訓を活かして
2 年目も引き続き頑張りた
い。（M1 橘）

「Beyond Landscape」という題で、
宮城先生ご退官前の最終講義が行わ
れました。先生のこれからのご活動
と、私たち自身のこれからに思いを
馳せながら、お聞きしました。
（M1森屋）

研究室メンバーの門出を祝う追い出
しコンパを、数年ぶりに外のお店で
開催しました。記念品贈呈の後は名
物の修了生・先生がたのスピーチで
締めくくり、笑いあり涙ありの心温
まる会となりました。（M1平野）

3/14 宮城教授最終講義 追い出しコンパ開催！

続きは都市デザイン研究室HPで！
https://ud.t.u-tokyo.ac.jp/ja/blog/

COLUMN

プロジェクト現地調査の 1日 ラジオ体操からスタート

富士回遊で現地へ

PP PP
JJ JJ

一葉亭内部調査

草刈りWS
富士山をバックに作業

高校生とWS

温泉街のお店で昼食

6:00

9:00

12:00

15:00

18:00

21:00

昼食は吉田のうどん

西裏で乾杯！

飲んで語る

地元のラジオ体操に参加し、現
地調査に向けてウォーミングア
ップ！富士吉田へは電車かバスで

むかう。片道2時間程度。

ワークショップなどで地
元の方々と関わる活動が
多く、高校生から町会・
神社の関係者など、幅広
いつながりができる。

うどんが有名な富士吉田
では、店によって少しず
つ味が違う。

現地調査は日により様々
だが、旧一葉亭の既存植
栽調査や内部調査、まち
の水路調査や空き家調査
などを行う。

現地調査では、地元の人と共に
ワークショップを行う場合もあ
る。写真は草刈りワークショッ
プの時のもの。

お昼はみなかみの水を使
ったピザ！

社会実験前は、実験で使うファ
ニチャー類をみんなで製作。晴
れた日の活動拠点からの富士山
の眺望は圧巻。

富士吉田自慢の飲み屋街、
西裏で乾杯。クラフトビー
ルの店に行くこともあれば
、地元民愛用のスナックの
カラオケで歌うことも。

地元のクラフトビール屋さ
んで一杯飲みながら、地域
の方々と町の将来を語り合
う。視察を兼ねてみなかみ
温泉街にある様々な温泉旅
館に宿泊する。

6:30 ラジオ体操

7:30 新宿駅発

9:13 下吉田駅着

12:00 昼食12:00 昼食

18:00
現地調査終了

18:00
現地調査終了

夕食、宿泊夕食、宿泊

▲ 富士吉田の地場産業として有名な
　 テキスタイルの展覧会を見学 

現地調査開始

現地調査開始現地調査開始

現地調査開始


	UDLM2023　3月(0331)
	UDLM230330

